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1.組手試合　有段の部　一般有段

2.組手試合　有段の部　中量級

3.組手試合　有段の部　重量級

5.組手試合　段外の部（一般・大学生）

6.組手試合　高校生の部（有段及び段外男子）

7.組手試合　シニアの部（40歳以上男子）

8.組手試合　シニアの部（40歳以上女子）

9.組手試合　中学生1年男子の部（有段及び段外）

10.組手試合　中学生2・3年男子の部（有段及び段外）

11.組手試合　中学生女子の部（有段及び段外）

12.組手試合　幼児男子の部（幼稚園児、就学前児）

13.組手試合　幼児女子の部（幼稚園児、就学前児）

14.組手試合　小学生1年男子の部

15.組手試合　小学生1年女子の部

16.組手試合　小学生2年男女の部

17.組手試合　小学生2年女子の部

18.組手試合　小学生3年男子の部

19.組手試合　小学生3年女子の部

20.組手試合　小学生4年男子の部

21.組手試合　小学生4年女子の部

22.組手試合　小学生5年男子の部

23.組手試合　小学生5・6年女子の部

24.組手試合　小学生6年男子の部

25.組手試合　小学生５・６年女子の部

26.組手試合　女子の部（有段及び段外）

27.組手試合　高校生女子の部（有段及び段外）

28.組手試合　小学生団体低学年の部（1～3年　男女）

29.組手試合　小学生団体高学年の部（4～ 6年　男女）

30.組手試合　中学生団体の部（男女）

63.パラ競技　組手試合　男子チャレンジ

64.パラ競技　組手試合　女子チャレンジ

65.パラ競技　組手試合　男子アドバンス

66.パラ競技　組手試合　女子アドバンス

71.ステップ競技　組手試合　幼児の部（男女）

72.ステップ競技　組手試合　小学生　1年・2年の部（男女）

73.ステップ競技　組手試合　小学生　3年・4年の部（男女）

74.ステップ競技　組手試合　小学生　5年・6年の部（男女）

① ②

＜＜黒色＞＞ ＜＜赤色＞＞
＜種目番号＞

31.形　試合　有段の部（高校生以上の男子）

32.形　試合　段外の部（高校生以上の男女 ）

33.形　試合　中学生有段の部（男女）

34.形　試合　中学生段外の部（男女）

35.形　試合　小学生有段の部（男女）

36.形　試合　女子の部（高校生以上の有段）

37.形　試合　シニアの部（４０歳以上の男子）

38.形　試合　シニアの部（４０歳以上の女子）

39.形　試合　小学生1年男子の部（段外）

40.形　試合　小学生1年女子の部（段外）

41.形　試合　小学生2年男女の部（段外）

42.形　試合　小学生2年男女の部（段外）

43.形　試合　小学生3年男子の部（段外）

44.形　試合　小学生3年女子の部（段外）

45.形　試合　小学生4年男子の部（段外の部）

46.形　試合　小学生4年女子の部（段外の部）

47.形　試合　小学生5年男子の部（段外の部）

48.形　試合　小学生5年女子の部（段外の部）

49.形　試合　小学生6年男子の部（段外の部）

50.形　試合　小学生6年女子の部（段外の部）

51.形　試合　幼児男子女子の部（幼稚園児、就学前児）

52.形　試合　幼児女子の部（幼稚園児、就学前児）

53.形　試合　小学生団体低学年の部（小学1～ 3年、未就学児可、3名）

54.形　試合　小学生団体高学年の部（小学4～ 6年、3名）

55.形　試合　中学生団体の部（3名）

56.形　試合　ファミリーの部（2～ 4名、2親等以内）

57.パラ競技　形　試合　男子チャレンジ

58.パラ競技　形　試合　女子チャレンジ

59.パラ競技　形　試合　男子ミドル

60.パラ競技　形　試合　女子ミドル

61.パラ競技　形　試合　男子アドバンス

62.パラ競技　形　試合　女子アドバンス

67.ステップ競技　形　試合　幼児の部（男女）

68.ステップ競技　形　試合　小学生　1年・2年の部（男女）

69.ステップ競技　形　試合　小学生　3年・4年の部（男女）

70.ステップ競技　形　試合　小学生　5年・6年の部（男女）

＜種目番号＞

※28・29・30とも1チーム3名
　男女混合（最低2名必要）。
　組み合わせは学年内であれば自由とします。

※競技は出場人数によっては変更になる場合もあります。

1. 義心舘支部旗は今回手摺に掲揚しない。但し応援旗については使用は許可します。
2. 本部役員の服装は全空連審判規程に準じる（本部役員はコート長も含める）。
3. 育成会の大会役員（受付接待・選手係・記計）の服装は紺系統又は黒系統の上下。コート役員はビブスの着用。
　（選手係・記計の担当者はジャージ、道衣、帽子、キャップの着用はしないでください）
4. 義心舘役員とは、コート役員、本部役員、接待、各支部の清掃・場内警部責任者。

大会当日持参物（支部長及び育成会役員関係）

大会当日持参物（選手関係）
1. 拳カバー（組手出場選手のみ。色についてはP13試合注意事項参照）。
2. メンホー、防具（胴当）、セーフティーカップ、マウスピース（組手出場選手のみ。幼児以外はメンホー、
　胴当、セーフティーカップ持参。幼児はマウスピース、セーフティーカップ持参。（マウスシールドは自己責任）
　詳細はP13試合注意事項参照）。 
3. ゼッケン（ゼッケンについての欄参照）。
4. 空手道衣、タオル、水筒、弁当、交通費、健康保険証（コピーでも良い）、移動時の、靴を収納する為のバッグ。
5. 競技における選手の服装等は（公財）全日本空手道連盟審判規定に準拠する。特に頭髪の処理については各支部
　で充分通知ください。
6. 選手は履物を入れる袋を持参して、サブアリーナに保管する事
　靴を入れる袋に名前を記載。靴自体にも名前を記載（名札を貼付することも可）。
　当日袋を忘れた方は受付で購入してください。ビニル袋５０円、義心舘謹製５００円。靴・サンダルの脱ぎ捨ては禁止。

※大会で撮影した写真・動画は義心舘広報物・著作物などに使用します。予めご了承ください。

審判用ブザー（5個）
ストップウォッチ（5個）、赤旗（5本）

育成会大会用具分担　⑴、⑵、⑶は大会事務局より搬入します。担当支部は確認手配して下さい。

写真の件

指導員・育成会の方で大会役員に当っている方は8時30分に入館ください。受付から入場し、受付を行ってください。
2階席からの移動は禁止します。
尚、入場制限が掛かった場合でも観覧席の人数には含まれまれません。

ゼッケンについて
大会ゼッケンは、各支部で作製下さい。
種目については全て種目番号表記。
ゼッケンは布、四辺を縫いつける、テープ止め又は四ヵ所止めは不可。

1. 試合用具（奧野・大坂）　※奥野（隆）先生が事前に本部にてチェックされます。不足物は購入するようお願いします。
　赤紐（15本、各コート3本）青紐（15本、各コート3本）

　　頭用防具（１コート分、赤青各３個）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
赤青の旗（5組×5コート）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　※当日会場にて各コート別に振り分ける。終了後のチェックお願いします（奥野隆）。

2. 受付・武庫之荘支部育成会（元田）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役員用胸リボン（30個）、芳名帳（1冊）、プログラム（30冊）

3. 接待・
　茶瓶、コップ、おしぼり、茶の葉、コーヒー等



※席割の表示は（城内支部）で大会前日にお願いします。

※試合進行の妨げになりますので選手、役員（IDカードを
着用）以外はアリーナには入れません。
※選手の方に…くつ等は会場入り口に脱ぎ捨てないで、サ
ブ・アリーナ内に各自持参した袋に入れて置くようにして
ください。シートを設置します。サブ・アリーナからアリ
ーナの移動は、移動用のシートを設置します。それを利
用ください（素足）。P1の大会当日持参物（6）を参照。
※体育館を汚したり、備品等を傷つけたり破損したりし
ない様に指示して下さい（支部において実費弁済とな
ります）。
※ゴミは各支部で持ち帰って下さい。観覧席にゴミ箱はあ
りません。
※各支部の観覧席は、責任を持って清掃してください。それ
を徹底するため、各支部より1名責任者を選んでくださ
い。開会式前に説明等行いますので、本部席、竹山先生の
ところに集まってください。8時45分に行います。　　　
また試合終了後、各支部の責任者とともに観覧席の清
掃と点検を行います（各支部の責任者は1名残ってくだ
さい）。
　清掃保証金を預かっております。ご協力いただいた支部
には２F清掃後ご返却致します（参加支部のみ）。
※各支部の席は左図の様に使用願います。　　　　　　
　観覧席通路に各支部の位置を表す用紙を貼付します
（丸山先生）。2枚貼りますので、その間が各支部に与えら
れた観覧席です。下段から上段方向縦に使用ください
　但し、1段目については使用出来ません。
　予めご了承ください。
※観覧席通路に立ち止まって試合の観覧、撮影をしないで
ください（体育館より事故防止の要請がでています）。　
試合の進行を止めて席に戻るよう注意を促すことになり
ます。節度をもって行動してください。

表彰　アリーナ指定場所にて写真撮影出来ます

2階観客席（選手控席） 選手控え席は後日決定

③ ④

＊注意
（1）盗難及び事故防止のため、各支部育成会より、

1～2名の場内警備を必ずつけて下さい。
（2）1階アリーナは役員、コート長、選手係、記計、審判、選手以外の人は

おりない様に注意して下さい。
（3）体育館 1・2階ロビーでの練習は禁止です。

練習はサブ・アリーナで行ってください。
（4）体育館敷地内は指定場所以外全て禁煙となっています。
（5）試合中アリーナ内での撮影は禁止。
（6）当日体育館では他大会も開催されていますのでご注意ください。
（7）観覧席の第一列は使用できません（支部長より保護者、選手に通知ください）。
（8）応援について、応援は拍手のみとします。選手に対しての声を出しての指示。
　　審判や相手選手に対する誹謗中傷は該当選手にウォーニング・ペナルテイを
　　課せられる場合。また試合中止の措置が取られることもあります。
　　各支部において通知を徹底してください。

大
会
横
断
幕
・
国
旗

J

B

G

HI

DC

E

A
F北 南

3段4段 2段
3段4段 2段

1段

3段4段 2段 1段

3段4段 2段 1段

3段4段 2段 1段

2 段
1 段

3段
4段

3 段
2段
1段

9段
8段
7段
6段
5段
4段

3段
2段
1段

9段
8段
7段
6段
5段
4段

3段
2段
1段

9段
8段
7段
6段
5段
4段

3段
2段
1段

9段
8段
7段
6段
5段
4段

3段
2段
1段

9段
8段
7段
6段
5段
4段

3段
2段
1段

9段
8段
7段
6段
5段
4段

3段
2段
1段

9段
8段
7段
6段
5段
4段

3段
2段
1段

9段
8段
7段
6段
5段
4段

3段 4段2段1段

3段
4段

4段

2段1段

3段2段1段

3段2段1段

3段2段1段

3段2段1段

1 段
2 段
3段

1段2段3段4段

1段
2段
3段

1 段
2段
3段

4段
5段
6段
7段
8段
9段

1段
2段
3段

4段
5段
6段
7段
8段
9段

1段
2段
3段

4段
5段
6段
7段
8段
9段

1段
2段
3段

4段
5段
6段
7段
8段
9段

1段
2段
3段

4段
5段
6段
7段
8段
9段

4段
5段
6段
7段
8段
9段

1段
2段
3段

4段
5段
6段
7段
8段
9段

1段
2段
3段

4段
5段
6段
7段
8段
9段

竹心舘
義心舘岬

義心舘
本部

長野県
耕心会

義心舘
上坂部

義雄舘森道場
義雄舘守山

義孝舘 義心舘
四條畷

義心舘
四條畷南

義心舘
武庫之荘

芦屋大学

義心舘小園
義心舘園和

義心舘
立花南

義心舘
城内

義心舘
三田

公心舘海外選手団

パ
ラ
競
技
参
加
者
用
ス
ペ
ー
ス

義心館岬
関西空手同好会



選 手 待 機 場 所

選 手 待 機 場 所

選 手 待 機 場 所

選 手 待 機 場 所

選 手 待 機 場 所

選 手 待 機 場 所

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ（
50
ｍ
×
37
ｍ
）

・
テ
ー
ブ
ル
　
２

・
テ
ー
ブ
ル
　
２

・
イ
ス
　
１
２
脚

・
イ
ス
　
１
２
脚

1
0
m

1
0
m

1
0
m

D
コ
ー
ト

E
コ
ー
ト

5
m

・
テ
ー
ブ
ル
　
２

・
テ
ー
ブ
ル
　
２

・
テ
ー
ブ
ル
　
２

・
イ
ス
　
１
２
脚

・
イ
ス
　
１
２
脚

・
イ
ス
　
１
２
脚

1
0
m

1
0
m

1
0
m

5
ｍ

1
0
m

5
ｍ

1
0
m

5
ｍ

1
0
m

5
ｍ

Ａ
コ
ー
ト

B
コ
ー
ト

C
コ
ー
ト

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
１

記
録
、放
送
席

本
部
席

ス
タ
ン
ド
マ
イ
ク
１

ト
ロ
フ
ィ
ー
・
盾
等

（
記
念
撮
影

 ス
ペ
ー
ス
）

表
彰
場
所

・
テ
ー
ブ
ル
 ８
　
・
イ
ス
 １
６
脚

・
テ
ー
ブ
ル
 4

・
テ
ー
ブ
ル
 4
　
・
イ
ス
 ６
脚

事
務
局
、賞
状

救
護

6
m

・
テ
ー
ブ
ル
 ４
　
　
・
イ
ス
 ８
脚

・
テ
ー
ブ
ル
 2
　
・
イ
ス
 8
脚

山
田
派
旗

国
旗

1
2
.5
m

1
2
.5
m A

市
旗

B
C

E
D

選 手 待 機 場 所

選 手 待 機 場 所

選 手 待 機 場 所

選 手 待 機 場 所

1
0
m

5
ｍ

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

（ 義 心 舘武庫之荘）

（ 義 心 舘 四 條 畷 ）

（ 公 心 舘 ）

（ 義 心 舘 立 花 南 ）

（ 義 雄 舘 守 山 ）

（ 義 心 舘 小 園 ）

（ 義 心 舘 城 内 ）

（ 義 雄 舘 森 道 場 ）

（ 義 心 舘 上 坂 部 ）

（ 竹 心 舘 ）

（ 義 心 舘 三 田 ）

（ 義 心 舘 園 和 ）

（義心舘四條畷南）
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花 田 和 幸
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桂 　 恵 子

衣 笠 幸 子

木 村 恭 永

佐 伯 広 美

藤 井 　 将

北 村 友 香 理

受 付 担 当

大会競技副委員長

コート図（5コート） 育成会大会役員分担
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※試合中、本部席後方での立ち上がっての談笑、歓談はさけて下さい。着席して行って下さい（十分な間隔をとる）。
※出場選手、役員以外はアリーナに入れません。
※コートは全てマット敷となります（記計のテーブル席はマットの外に）。
※テーブルは白布を使用しない。
※選手集合はサブ・アリーナにて行います。選手の移動はサブ・アリーナから会場へはマットを敷きますので、
　その上を移動すること（素足）。
※受付の横に女子選手治療のための「体育館医務室」を開放します。 役員変更ある支部はお申し出ください。
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入場

退場 退場

入場

コート役員分担（案）

1

2

3

4

5

6

1.役員はIDカードをはっきりわかるように身に着ける。
2.コート長は、審判、選手、記計関係の管理を充分に行い試合の進行に努めること。
3.コート長は、選手・コート役員・審判にわかる様、試合の各ラウンド前に次の競技が何回戦であるか宣言する。
4.コート長は各コート付近に関係者以外の人員がいた場合速やかにアリーナより退去する様に注意を促す。
退去しない場合は支部名・氏名を確認し審判長につたえる。
5.欠席者については選手集合を迅速にするため、各支部長又はその代理は、競技の召集がかかる前若しくは其
れ以前にサブ・アリーナのコート長まで連絡すること。
6.記計・選手係は（9時よりアリーナ東側の会議室にて打合せ）

7.形競技は試合が終わるまでコートに待機させてください。終了後、入賞者は表彰場所へ誘導して下さい。以外
の選手はコートにて解散させてください。
8.記計は形試合の演武名、及び組手試合のポイント数及び勝敗を「正式記録用紙」に記入すること（17参照）。
9.サブ・アリーナにおいてコート長・選手係及び各コートの選手係は、各試合の選手を集合させ点呼を行い、
組手試合は、2回戦迄の試合が行える様に赤、青に分けること。点呼で不在棄権を確認すること。不在者は放
送で呼び出すので、放送席へその旨連絡すること（但し1回のみ）。各コートに集合した時点での不在者は棄
権となります。（但し柔軟に対応する）。幼児、小学生1・2年はゼッケンと名前を読み上げて下さい（幼児、小
学生1・2年の競技の時は記計担当の支部より赤青に各1名人員を配置して下さい）。

10.開会式の後、試合は審判長の合図で一斉に始めます。
11.記計・選手係の打合せを9時00分よりアリーナ東側の会議室にて行います（代表者のみ）。担当に当ってい
る支部は、時間厳守で集合して下さい（育成会に連絡のこと）。元田先生。

12.形試合、組手試合における入賞対象者はプログラムの各種目、出場選手欄の右肩に記入します。

13.組手は若い番号が赤で行って下さい。
14.形試合の演武名はその後の競技に影響しますので必ず記入して下さい。演武する選手には事前に申告させ
て下さい。コート長、選手係は、事前に形名を記計に申告するよう選手に指導して下さい。

15.その他は要項の「進行」「記計」P11「審判長」「副審判長」P12「試合注意事項」P13を参照して下さい。
16.コート役員の昼食（弁当）に付いて、コート長、選手係各3名
　 記計係午前、午後各3名（各コート10ケ用意します）。 
　 幼児・小学生競技の選手係の補助員、赤青各一名は昼食はありません。
　 ※補助員追加の場合「入館証」は丸山先生に連絡。
17.P7、P8で各担当の事前打ち合わせは放送にても連絡もしますが、各支部担当者に通知下さい。

（例） 賞3、状8＝1種目に対して、1位・2位・3位各1名。
 　　　　　 優秀選手（ベスト8）5名のこと。

賞3、状4＝1種目に対して、1位・2位・3位各1名。
 　　　　　 優秀選手（ベスト4）各1名のこと。

形試合、組手試合における審判と選手の位置（図参照）

※支部長は支部の選手の欠席又棄権の有無を事前（選手集合の前）にサブ・アリーナのコート長又は選手係に必ず連絡すること。

青 赤

主審

記 計

本　部　席

E

青
　
①
　
②
　
③
　
〜

赤
　
①
　
②
　
③
　
〜青

　
①
　
②
　
③

赤
　
①
　
②
　
③

審判審判審判 審判 審判

選手係 記計 記計 記計 コート長

記 計
選手係 記計 記計 記計

本　部　席形試合 組手試合

A

①形試合審判は正面に並びます。
②演武線を入れる。形試合終了とともに剥がすこと。

⑦ ⑧

a.コート長の指示に従い、記計と連絡を密にして競技の進行に努めること。
b.選手については名前・ゼッケンが間違っていないかを確認すること。また、競技の勝者の次の試合が赤
なのか青なのかを確認して選手をその様に振り分け、競技が遅れない様に努める。
c.選手係2名のうち1名はサブ・アリーナにて自己のコートの選手を引率し、コート内へ誘導する。
d.観客席からの素足の移動は禁止。履物はサブ・アリーナに入る時はビニール袋又は靴ケースに入れるよ
う指示して下さい。サブ・アリーナからアリーナへの移動は移動用シートを利用。
e.試合の進行と勝敗（形・組手）の結果を確認し、間違いの無い様、コート長及び記計と協力して試合の進
行管理に努めること。
 f.各試合終了後表彰対象選手又決勝進出選手を各コートにおいて名前・支部を確認し事後の予定を確実に
選手に通知、確認させること。
g.試合結果は「正式記録用紙」に記入されたもの（コート長のサインをもらって下さい）を本部へ提出。選手の
名前と呼び名を確認して記載ください。
h.幼児・小学生1・2年はゼッケンナンバー（トーナメント番号のみ）と名前を読み上げて下さい。
 i.コートでの不在者は棄権とする。
 j. 幼児・小学生1・2年の競技の時、赤・青各1名を増員して競技がスムーズに進行する様差配下さい。
k.ウォーミングアップは次の競技に出場する選手のみとします。選手係は他の迷惑、危険がないように注
意監督する事。

③記計のテーブル、審判の控席はマットの外側(２m開ける)にすること。
④選手列は主審の位置より遠い所から１から順に整列。（形・組手とも）

コート長 選手係

1審

2審 3審

4審

選手係

各役員は座って職務を行う。

監査

各役員は座って職務を行う。

※コート長の服装は全空連規定に準ずる。但し、カッターシャツは長袖を着用する。
　選手係・記計は運営委員とわかる様ビブスを着用する。

コート長（1名）担当舘・支部 選手係（2名） 記計（午前・午後）（3名×２）

担当者名をお願いします。

※選手はコート横より入場し、演武
終了後点数表示を受けて後方に退
場して選手列に戻る。

熊本 光伸

奥野紀美子

元田利幸

丸山大将

村上泰粛

樋本さずき、公受宏子
竹部麻紀子、大橋えりか

高原陽子、熊尾好栄、岩崎千尋
中本寿子、西村梨華、村井ひかる

小原譲二、吉田舞
小川由美子、中尾真弓

南畑禄子、唐木有佳、中佳子
武田真由美、中野裕巳子、西川身衣子

石野佳恵、有田知恵美
阪井田美紗稀、池田陽子

坂口由紀、丹羽直美、山下里佳
成明玉、原田絵里子、廣田直子

秋田義人 丸山洋子、松井颯、丸山結、田村ひなた
丸山洋子、松井颯、児玉友紀

藤井将、坂本勇基

竹嶋祥司、樋口勝之進、髙鳥由紀子、瓦田博美、
高田駿、深見永子、小林義周

村上明美、岡村萌菜、岡村颯大
村上明美、岡村萌菜、岡村颯大

𠮷田崇短



⑨ ⑩

大 会 進 行 表
※大会当日、進行表が変更することがあります

パラ競技の対応　山口先生Aコート Ｂコート Cコート

会場へ入場サブアリーナ
選 手 集 合

開 始 式

表 彰 式 ・ 閉 会 の 辞

17：00

16：00

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

9：20

10：00

10：30

10：50

12：00

昼休み

体育館・観覧席の清掃等

アリーナの清掃（高校生・大学生）

54小学生団体形 高学年の部
１～11番（４チーム残し）

決勝まで

14組手 小学1年男子の部
1～14番（3位決定戦を行う）

決勝まで

形 パラ・ステップ競技の部
※右欄外

組手 パラ・ステップ競技の部
※右欄外

1組手 有段の部
1～16番　決勝まで
（3位決定戦を行う）

15組手 小学1年女子の部
1～8番（3位決定戦を行う）

決勝まで

1組手 有段の部
1～16番　決勝まで
（3位決定戦を行う）

7組手 シニアの部
1～11番　決勝まで
（3位決定戦を行う）

16組手 小学2年生男女の部
1～10番（3位決定戦を行う）

決勝まで

29組手 小学生団体部高学年の部
6～10番

（Aコートにて3位決定戦、決勝）

11組手 中学生女子の部
1～13番（3位決定戦を行う）

決勝まで

20組手 小学4年生男子の部
1～19番（3位決定戦を行う）

決勝まで

29組手 小学生団体部高学年の部
1～8番　決勝まで
（3位決定戦を行う）
6～10より勝者引率

18組手 小学3年生男子の部
12～21番

（Bコートにて3位決定戦、決勝）

18組手 小学3年生男子の部
1～10（3位決定戦を行う）

決勝まで　12～21より勝者引率

32形 段外の部
1～3番　決勝

39形小学１年男子段外の部
1～12番（4名残し）

決勝まで

45形 小学4年生男子の部
1～21番（８名残し）

決勝まで

37形 シニアの部
1～13番（８名残し）

決勝まで

34形 中学生段外の部
1～7番（4名残し）
決勝まで

41形 小学２年生男女の部
1～11番（4名残し）

決勝まで

35形 小学生有段の部
1～8番（4名残し）
決勝まで

48形 小学生5年女子の部
1～14番（８名残し）

決勝まで

31形 有段の部
1～13番（８名残し）

決勝まで

33形 中学生有段の部
1～13番（８名残し）

決勝まで

Dコート Eコート

46形 小学4年生女子の部
1～11番（4名残し）決勝まで

53小学生団体形 低学年の部
1～4番　決勝

36形 女子の部 
1～8番（４名残し）決勝まで

50形 小学生６年女子の部
1～4番　決勝

44形 小学３年女子の部
1～7番（4名残し）決勝まで

57形 男子チャレンジの部
59形 男子ミドルの部
60形 女子ミドルの部
61形 男子アドバンスの部
62形 女子アドバンスの部

64組手 女子チャレンの部ジ
65組手 男子アドバンスの部の部
66組手 女子アドバンス

40形 小学生1年女子の部
1～10番（4名残し）

決勝まで
47形 小学生5年男子の部
1～7番（4名残し）
決勝まで

43形 小学生3年男子の部
1～27番（８名残し）

決勝まで

38形 シニア女子の部
1～9番（４名残し）決勝まで

55中学生団体形
１～２番　決勝

51形 幼児男子・女子の部
1～13番（８名残し）

決勝まで

49形 小学生6年男子の部
1～12番（4名残し）

決勝まで

27組手 高校女子の部
1～6番　決勝まで

12組手 幼児男子の部
1～5番　決勝まで
13組手 幼児女子の部
1～5番　決勝まで

6組手 高校生の部
1～4番　決勝まで

30組手 中学生団体の部
1～4番　決勝まで

19組手 小学生3年女子の部
1～7番 決勝まで
（3位決定戦を行う）

10組手 中学2・3年男子の部
1～7番 決勝まで

21組手 小学生4年女子の部
1～10番（3位決定戦を行う）

決勝まで

9組手 小学1年男子の部
1～7番 決勝まで

21組手 小学4年生女子の部
1～10番　決勝まで
（3位決定戦を行う）

24組手 小学6年生男子の部
1～16番（3位決定戦を行う）

決勝まで 22組手 小学5年生男子の部
1～10番（3位決定戦を行う）

決勝まで26組手 女子の部
1～5番 決勝まで

28組手 小学生団体低学年の部
1～5番　決勝まで

56形 団体戦ファミリーの部
1～5番
決勝

※パラ競技の部 全種目決勝迄

67形 幼児の部（男女）

71組手 幼児の部（男女）

※ ステップ競技の部 全種目決勝迄

※小学・中学生の大会上位
３位までの入賞者は義心
舘の強化選手となります。
練習会等は支部長にお問
い合わせください。

昼休み

（出場人数により確定）

17：00

16：00

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

9：20

10：00

10：30

10：50

12：00



竹心舘（準備も含め）　本井　理菜　岡本　清子　衣笠　幸子　田々　美緑
外部役員の接待をする。
お茶、おしぼり等は、女性の接待係の方にお願いすること。
特別役員の接待は特に失礼のない様行うこと。
役員関係にお茶を用意して下さい。
お弁当は大会が迫った時点で判断します（大会役員、審判、育成会等）（担当：竹山先生）。
150個準備（予）、食券を準備する。コートは10人分用意（食券担当：本次先生）。
役員入場時にアリーナへ案内。
お茶、コーヒーの接待は竹心舘に一任します。

1.
2.

3.
4.

5.
6.

1.
2.

審判、選手係、記計係を充分に把握し、進行予定表に基づき、審判長と連絡を密にして試合の進行に努めること。
又組合せ通り行われているか、十分注意監督する。
各自コートの大会備品用具の確認。1コート分：旗（赤、青5組）、赤旗（1本）、防具（頭）（3組）、赤・青帯（各3本）、ストップ
ウォッチ（1個）、電子笛（1個）。点数ボード（5枚）、マーカー（5本）、審判用ブザー。
各コートより上がってきた試合結果と入賞者を大会事務局へ連絡すること。
記計・選手係の最終打合せを9時よりアリーナ東側の会議室にて行います。時間厳守で集合して下さい。
各コートのランプ使用
組手試合の時、先にポイントを取った方に「先取」が与えられます。それを明示する為赤先取の時は「赤」ランプを点
灯、「青」の時は青のランプを点灯してください。審判の指示がない場合試合終了まで点灯してください。後暫く（１
５秒前）の後「先取」を取っている選手に違反行為が有った場合「先取」が取り消されます。その時は「先取」を明示
するランプを消してください。
パラ競技出場者1名につき介助者1～2名がつきます。

1.

2.

3.
4.
5.

6.

竹下　章典　豊岡　栄治（大会事務局）他コート長（6名）

記計席はテーブル2台とし、選手係もコート長も選手の呼び出しなどについて座って職務を行うこと。幼年の競技の
ときに付く選手係もできるだけ立ったままで職務を行わない様にする。
勝者の記録と、形試合の演武名確認等（正式記録用紙に記入、大会本部より引取）。
組手試合の時間、及びポイントは競技によって変わります（試合の注意事項に記載）。
入賞者を表彰場所へ誘導。
午前3名、午後3名の交代で行って下さい。
組手試合の点数等の記入は必ず審判のコールの後、点数ボードに競技者が獲得した点数又は与えられたウォーニ
ング・ペナルティーを表示すること。
記計・選手係の最終打合せ説明を9時よりアリーナ東側の会議室にて代表者のみで行います。各担当支部育成会担
当者代表が出席して下さい（育成会へ必ず連絡して下さい）。

1.

2.
3.
4.
5.
6.

7.

元田　利幸

各コートより上がってきた記録用紙の試合結果を確認し、入賞一覧に記入、賞状作成し、総務へ連絡する。
司会の補助（不在の時や休憩時の放送の代行等）。
進行と運営に関する苦情処理（豊岡栄治）。
各コートの記録用紙の保管。

1.
2.
3.
4.

図面通り願います。コートテープの準備。コートはマットを使用します。
選手列のラインをテープ指示。
会場体育館との、使用打合せ等。
君が代等の楽曲準備。
選手入場場所、立入禁止場所等（1、2階）の導線の設置（竹下先生）。
2階の観覧席の各支部の位置を示す用紙の貼付（丸山先生）。
観覧席第一列使用できないようにテープで指示。

1.
2.
3.
4.
5.

6.

各支部の方で撮影できる方を推薦ください。駄目な場合は外部発注という事も有ります。1.

大会事務局 大坂　公男　小林　木内　竹下　章典　西原　喜四一

德保　喜亮　日野　忠義　熊本　光伸　丸山　大翔（3月28日（土）18：00～20：00）会 場 設営

入場に関しては別紙参照。選手、保護者、引率者の入館は2階より行います。
大会プログラム、参加賞を渡します。引き取り者は予め袋などを用意をお願いします（但し支部毎になります）。
靴袋・義心舘Tシャツを販売します。

1.
2.
3.

畠　利明　吉本　隼人　（上坂部支部育成会）選 手受 付

義心舘関係の役員の受付を行う。来賓受付の対面にて（8時30分から50分）。丸山先生
8時50分以降は来賓受付が行う。

1

丸山　大翔
義心舘
役 員受 付 𠮷田　崇矩（コート役員）

写　　　真

表彰式の準備（表彰式は用意ができ次第、随時各クラス毎行う）。
各種目入賞者の表彰。
来客等の名札を準備と設置。
幼児の部、形・組手とも表彰する入賞以外は敢闘賞。

1.
2.
3.
4.

日野　忠義　 德保　善亮（渉外）
　

リュウスタジオ　　谷口　龍平

総　　　務

胸章：顧問、相談役、参与、参事は赤の造花（名簿参照）。
会長、副会長及び内部役員は白の造花。
来賓の方については竹山先生と竹下先生と德保先生で打合せて下さい。
予め「式典担当」より来賓リストを受け取り打合せを行う。
来賓はアリーナ西側の貴賓室へ案内すること。
外部役員等は、役員・審判控室まで、失礼のない様に案内のこと。
お祝い等頂いた方は必ず記載すること。
芳名帳に氏名その他記載を必ずお願いすること。記念品はその都度渡すこと。
パラ競技出場者は11時頃入館予定、山口先生に連絡して対応すること。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

元田　利幸（武庫之荘支部）　竹山　房右ヱ門　　德保　喜亮　　竹下　章典（来賓）受　　　付

開会式及び閉会の辞は、別紙参照のこと。
進行表に基づき、懇切ていねいに願います。

1.
2.

各支部より1名～2名、2階席を警備のこと（盗難、事故の防止）。腕章を着用のこと、腕章は各支部担当者で責任をもって
保管すること（紛失、破損した場合は実費弁済となります）。アリーナ入口2ヵ所（外部）。
大会当日、器材搬入の為駐車を要する車両については「入場証」を発行します。最終打合せの時渡しますので連絡下さい。車
輌は「入場証」がないと入場出来ませんのでご了承下さい（体育館より無用の混乱を避ける為のお願いです）。

1.

2.

審判員は1コート7名で、外部の審判を優先採用のこと。尚、現在講習会に参加している審判員も採用する（形試合は5名
にて審判を行う）。
コート長、選手係の役員は、審判に採用しないこと。
役員選手以外の人がアリーナ内に降りていないか、また次の競技者でないのにアップしている選手がいないか十分監
視監督すること。
他は試合注意事項参照。

1.

2.
3.

4.

全日本空手道連盟競技規定で行う。
組手試合：試合上の注意事項を参照（詳細は13P）。
形試合（詳細はP14「形試合」の欄参照）。
形試合2名または1名演武。同点の場合は同時に演武し、審判の協議で決定する。
形試合は5審制で行う。
招待審判には記念品と交通費（礼状を添えて）を渡すこと。
招待審判ではない方については記念品のみとする（当日参加の審判員）。
他は試合注意事項参照。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

ケガ人の応急処置を行い、大きなケガの場合は病院の手配。整復師の医療バッグは竹下先生が用意。1.

開会式の準備。
選手の整列（開会式、閉会式）は各支部長が責任をもって行う。
選手入場はアリーナ後方に選手を待機させ、
竹山先生が先導して、アリーナ後方よりアリーナ前方へ行進。
支部毎にプラカードを先頭にして1列10名（大きい人を前に）整列。
人数が多い支部は2・3列とする。
プラカードは各支部で用意ください。プラカード本体は本部道場にありますので、
必要な支部は本部竹山先生まで連絡して直接引き取ってください。
前年度優勝旗、優勝杯の返還。
選手宣誓の確認。
来賓、役員、招待審判の方々は各定められた席に座って開会式に参加していただきます。
来賓の方については事前に会長と打合せを行い、来賓者の名前・所属・役職等を確認し、挨拶・紹介の順番を
打合わせること。
閉会式の準備。

1.
2.
3.

4.
5.

6.

7.

末次　美智恵司　　　会

桂　浩之　　末廣　沙樹　　各支部担当（2名）場内警 備

副審 判長

森本  千恵子

中嶋  晋二　村上  泰粛

審 判 長

中岡整形外科　医院長　中岡  伸哉 先生
（一社）兵庫県柔道整復師会　柳田  裕司 先生ド ク タ ー

折田  政夫　高木  康雄　竹山  房右ヱ門（来賓）　日野  忠義　德保  善亮　熊本  光伸（放送）式　　　典

⑪ ⑫



3.形試合（点数制、5.0～10.0）  マスクの着用は自由とします。  （出場者が8名以内の場合は決勝となります。）
予選ラウンド　全空連第一、第二指定形。
決勝ラウンド　得意形（指定形を含む、但し、予選で演武した形は不可）

❶ 有段の部
必要形数2

予選ラウンド　全空連基本形
決勝ラウンド　全空連基本形、第一・第二指定形（予選の「形」は使用できない）
予選ラウンド　全空連基本形
決勝ラウンド　全空連基本形、第一・第二指定形（予選の「形」は使用できない）

予選ラウンド　全空連基本形
決勝ラウンド　全空連基本形、全空連第一・第二指定形

② 中学生有段の部
必要形数2

予選・決勝ラウンド　得意形（全空連基本形、全空連第一・第二指定形を含む）但し、決
勝は形を変える

予選ラウンド　全空連基本形、全空連第一、第二指定形
決勝ラウンド　得意形（指定形含む、但し、予選で使用した形は不可）

予選ラウンド　全空連第一・第二指定形
決勝ラウンド　得意形（指定形含む）

❺ 段外の部
必要形数2

予選・決勝ラウンド　指導形、会派又は道場の練習形、全空連基本形⑧ 幼児の部
必要形数1

④ 小学生有段の部
必要形数2

③ 中学生段外の部
必要形数2

予選ラウンド　指導形、会派又は道場の練習形、全空連基本形
決勝ラウンド　指導形、全空連基本形、会派又は道場の練習形、全空連第一・第二指定形
（予選の「形」を続けても良い）

予選ラウンド　指導形、全空連基本形
決勝ラウンド　全空連基本形（予選の形は使用しない）・全空連第一・第二指定形

予選ラウンド　全空連基本形
決勝ラウンド　全空連基本形、全空連第一・第二指定形

⑩ 小学生2年（段外）の部
必要形数1

⑨ 小学生1年（段外）の部
必要形数1

⑫ 小学生4年（段外）の部
必要形数2

⑪ 小学生3年（段外）の部
必要形数2

⑭ 小学生6年（段外）の部
必要形数2

⑬ 小学生5年（段外）の部
必要形数2

⑯ 小学生団体　高学年の部
必要形数2

⑮ 小学生団体　低学年の部
必要形数1

⑰ 中学生団体
必要形数1

予選ラウンド　全空連基本形
決勝ラウンド　全空連第一・第二指定形

⑱ ファミリーの部
必要形数1

❼ シニアの部（男子）
必要形数2
　 シニアの部（女子）
必要形数2

❻ 女子の部
必要形数2

予選ラウンド　全空連基本形（続けても良い）
決勝ラウンド　全空連基本形・全空連第一・第二指定形

召集について
サブ・アリーナで試合招集時不在で、出場する試合の、点呼、組み分けが終わっていた場合でも、試合に出場できますが、選
手がコートに入場していた場合は出場できません（棄権となります）。

試合の中止
試合進行の妨げになるようなことがコート内やアリーナ内で起こった場合、審判長はその試合の一部または全部を中止す
ることができる。アリーナ内に役員以外の人が入り、注意しても退去しない。コート付近で選手同士が規定に反して応援、
試合内容の指示するような行為があり、注意をしてもやめないなどの場合。

Tシャツ
色物は禁止。ベース白であっても派手な絵柄は禁止。但し、義心舘本部で製作したものは除く。
男子はTシャツは着用しない（義心舘販売の物であっても）。

※予選同点の場合、予選の形の演武（2名以上又は2グループ以上）を再演武し、審判の協議によって勝敗を決定。決勝同点の場合、決勝の形
の演武（2名以上又は2グループ以上）を再演武し、審判の協議によって勝敗を決定。
※形競技は予選・決勝とも2名演武（同点の場合も同時に演武）。
※同点者が２名の時は再演武の後旗によるジャッジで決定する。　※同点者が３名の場合は再演武の後審判の協議によって決定する。
※全ての形試合開始の合図は主審の笛による（1回）。判定はコート内、演武開始戦にて行う。
※競技前または競技後の「礼」が無い場合、主審が促す。それでもしない場合でも反則としない。（内輪の大会でもあるので柔軟に対応する。）
※指導形（四方突、十二方突、各道場での基本形等）　全空連基本形（平安、ゲキサイ等）　得意形（全空基本形、指定形第1・第2を含む）
※得意形演武の際に、指定形の演武は指定形を判定基準とする。　
※アリーナへは役員・試合に出場する選手以外は入場禁止です。これを遵守する様指導下さい。
※眼鏡の使用は禁止（柔軟に対応、豊岡先生が確認します）。　※自前の帯は使用可。
※1回戦でのテーピングはできるだけ避ける（使用の場合はドクターと豊岡先生の許可を得ること）。
※コート内での礼は演武前の礼と演武終了時の礼のみとする。　※頭髪は男女とも全空連の競技規定通りとする。髪留めは本部（接待）で用意。
※パラ競技・ステップ競技は1名演武で、Bコートにて午後の部の最初に形、組手競技を行う。
※競技の内容はプログラム参照下さい（決勝・決勝までと表記）。
※団体形試合　１名に限って下のクラスの出場を認めます。

但し他の団体試合と重複しないこと。
※団体形試合　15、16、17は4名までエントリー可能。

但し競技は予選からのメンバーで行う（入れ替えは出来ない）。

※テンカウントルールは採用しない。
※組手試合における記計等の間違いは、判明した時点で支部長（又は支部長代理）を通じ審判長へ急ぎ連絡すること。次のラウンドへ進んで、
本来ならその本人が勝者として出る試合が終了してしまえば、間違いの如何にかかわらず、その試合の公式試合結果が有効となる（形試合
も同じ）。コートで不在の時は「棄権」とします。コートで不在とは試合開始の「礼」の時、該当選手がいない状態。

※団体組手試合は勝敗が決しても3試合行う。（赤・青片方また両方が２名の場合はこの限りにあらず）。出場人数が定数に満たない場合は前
詰とする。団体試合は全て試合毎にエントリーカードを提出する。

※小学生1年以上は、メンホー付で実施する。
※拳カバーについて赤の時に青の拳カバー、青の時に赤の拳カバーを使用しない。白色の拳カバーは両方に使用できる（白の拳カバーの選手
には赤青いずれかの紐を着用する）。

※小学生3年以上は防具（胴当）は道衣の内側に着用すること。
※男子は内側にセーフティーカップを着用すること。但し、幼児、小学１・２年は着用しなくても違反としない（各自の自己責任とする）。大会
本部としては着用することを推奨します。

※幼児はマウスピースを着用すること（但し、着用しなくても違反とはしない。各自の自己責任とする）。
※小学生以上のシンガード、インステップガードの使用可（競技は赤・青片方が着用しており、赤・青片方が着用していなくても行う）。
※ケガによる包帯、テーピング、サポーター等の使用は審判長の許可を得ること（許可なく出場した場合、何の便宜も受けられない）。
※空手着の下に着るTシャツは全空連のルール通りとする（但し義心舘本部が製作したものは除く）。
※幼児の部の試合はヘッドギア（赤・青）を使用するので赤・青の帯はしない。
※幼児の組手はマスクを着用しても良い。
※自前の帯は使用可。
※中学生のリバーシブルは禁止 
　赤・青のシンガード、インステップガードは時間がなければそのまま使用してもよい。拳サポーターと赤・青の紐で判断する。　　　　　　
着用する場合インステップ・シンガードのシンガードのみインステップのみでの着用は禁止。着用するなら両方着用、着用しないなら両方着
用しない。

※幼児・小学生の組手試合は14アンダーのルールを適用する。 
※ポイントに付いて、6ポイント先取なので記録は6ポイントとする。
　赤青5対5、（赤先取）で次の技、赤・有効（1ポイント）青・技有（2ポイント）の場合。最高点が6ポイントなので、試合結果は６対６、赤に（先取）
が有るので「赤」の勝ちとする。先取が無い場合6対6として判定。

※選手間での用具の貸し借りは原則禁止（自己責任とします）。
※団体組手試合は１名に限り、下のクラスからの出場は支部長・保護者の責任において可能です。５名登録各ラウンド毎の入れ替えは可能。
　小学生以下の選手が小学生低学年の試合に出場する場合は小学低学年のルールを適用します。

⑬

試 合 注 意 事 項

1.組手試合

2.パラ競技・ステップ競技

（賞2・状2以外は全て3位決定戦を行う）

有段の部
段外の部
シニアの部（男女）
高校生の部（男女）
女子の部
中学生の部（男女）
小学生の部（男女）
幼児の部（男女）
小学生団体
中学生団体

１分30秒フルタイム 6ポイント先取
１分30秒フルタイム 6ポイント先取
１分30秒フルタイム 6ポイント先取
１分30秒フルタイム 6ポイント先取
１分30秒フルタイム 6ポイント先取
１分30秒フルタイム 6ポイント先取
１分30秒フルタイム 6ポイント先取
１分フルタイム 6ポイント先取
１分フルタイム 6ポイント先取（上限）
１分フルタイム 6ポイント先取（上限）

組手試合
形試合

１分30秒　6ポイント先取
競技前に1名演武を行い、基準点を確認して競技を行う。（全空連基本形第1、第2指定形を含む得意形）

⑭

組手試合は幼児以外は海外選手も
含めてメイイホー付きで行う。
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司 会 者 用
〔開会式〕9時00分～10時30分（60分）

司会　満留　沙希
⑴
⑵
⑶
⑷
⑸
⑹

役員、選手整列
表彰式
大会講評　大会副委員長 奥野紀美子　
大会終了宣言　　大会本部副委員長　竹下章典
国旗・大会旗降納
役員、選手退場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〔閉会の辞〕16時00分～17時00分

〔大会終了〕

おくの き み こ

ただいまより、山田派糸東流修交会義心舘第52回全国空手道大会並びに
第5回義心舘パラ競技・ステップ競技オープン大会の開会式を行います。
本大会に、御後援、御協賛下さいました各社の御紹介を行います。
　　　　　　　　　①兵庫県　②尼崎市　③尼崎空手道協会　④㈱神戸新聞社　⑤㈱デイリースポーツ社
　　　　　　　　　⑥学校法人芦屋学園
　○　御協賛は　　一般社団法人兵庫県柔道整復師会尼崎支部　　　　　
　　　　　以上各社の御後援と御協賛をいただき、ありがとうございました。
（大きな声で）
選手入場式を行う
アリーナ後方に選手を集合させ、竹山先生の指導でアリーナ前方に行進させる。
この時前後の間隔を十分に取らせること。会長は正面で立ち選手を迎える。竹山先生（行進曲）

国旗掲揚、国歌斉唱　国旗に向かって御起立願います。　　　　　　　　 𠮷田先生（君が代）
　　　　　　　　　 もとの位置におもどり下さい。
大会宣言　　　　　　　　　　　豊岡　栄治　
大会会長 挨拶　山田派糸東流修交会義心舘 会長  宮野次夫
審判、来賓の皆様はお席にお座り下さい。選手もその場に座って下さい。
来賓祝辞（何々先生）

救護の先生は中岡整形外科 院長の中岡 伸哉先生
柔道整復師 柳田 裕司先生です。
祝電披露（順番は事前に宮野先生と打合せ。担当：竹山先生、竹下先生、
名札の準備（德保先生）
全国大会入賞者表彰（プログラムに記載）及び義心舘関係者表彰　　　　　　　　　　　　　　　
来賓紹介（順不同、何々先生）
顧問団、相談役、参与、参事（ 順番は事前に豊岡先生・宮野先生と打合せ。担当：竹山先生、 竹下先生、德保先生）
（尚、来賓紹介は出席者のみ、行って下さい）
試合上の注意　　大会審判長　　森本　千恵子
宣誓　選手宣誓（大きな声で）　塚田　陽耀（耕心会）
今回（一般社団法人）山田派糸東流修交会世界連合より義心舘大会に応援に来て下さったドイツのメンバー
に演武を行っていただきます。
（出場メンバーと演武形の説明　　竹山先生）選手は後方に下がってください。
開会式後の競技に出場する選手以外は退場し、第2試合に出場する選手の方はサブアリーナに移動してく
ださい。それ以外の選手は2階観覧席に戻ってください。
コート役員の方は競技ができるよう選手を各コートに召集し競技が開始できるよう準備してください。
競技は一斉に始めます。
ただいまより、山田派糸東流修交会義心舘第52回全国空手道大会並びに
第5回義心舘パラ競技・ステップ競技オープン大会の競技を行います。
（審判長に確認を取り同時に開始する、審判長は「正面に礼、お互いに礼」を発声する）。

⑯

幼児・小学生1・2年で組手の試合に出る選手は、ゼッケンを、上衣の後ろ、帯より下の位置に
つけて下さい（防具をつけてもゼッケンが見える様に）。

各コートにおいてゼッケン読み上げ時は個人のトーナメント番号のみにして下さい。

幼児、小学1・2年生は支部名をゼッケン内併記する。

ゼッケンは出来るだけ番号表示に、団体戦形競技は1名のみ表示（道衣左胸）。

種目番号の後にハイフォン（－）入る。
種目番号 個人に与えられたトーナメント番号

番号は上記参照。（ゼッケンについて）

＜左＞ ＜右＞

※ゼッケンNOは塗りつぶして下さい。
　ライン文字は不可です。

　注1　

　注2　

　注3　

　注4　

形試合ファミリーの部はゼッケン不要です。　注5　

団体組手競技はコートにてチーム名を申告。　注6　

個人 例 団体 （黒色）

種目　　種目名　　　　　　 種目番号
組手　　小学6年生男子　　　　24
形　　　小学生有段の部　　　  33

組手　（上段）　黒色
形　　（下段）　赤色

24ー15
33ー18

28
　
　
　
　   

3
＜右＞

ゼッケンNo

種目番号

支部名

＜左＞

20㎝

9㎝

15
㎝

20
㎝

①
②
③
④
⑤　

お願いします。


